
令和７年 5月 21 日（水）
場所：７階大会議室
時間：10：00～

第一回 川西市中小企業振興条例制定部会 次第

１、開会

２、委嘱状交付

３、市長挨拶

４、議題

（１）川西市の現状（産業ビジョン等）について 【資料１－１、１－２】

（２）条例制定に向けて実施したアンケート結果について 【資料２】

（３）兵庫県及び他市の事例について 【資料３－１、３－２】

（４）中小企業振興条例の方針（必要性）について 【資料４－１、４－２】

（５）今後の本部会で取り組む予定内容及びスケジュールについて 【資料５】

５、閉会



川西市の現状について（主に産業ビジョンより抜粋） 【資料 1 ｰ 1】
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■本市の産業構造と産業特性について

本市の人口は、平成 17年（2005年）に過去最高の 157,668 人となりましたが、それ以後は減少に転

じ、今後も減少していくことが予測されています。このような人口の動向や少子・高齢化の進行が、個人消費

や住宅投資など需要面でのマイナス作用に加え、地域経済を支える生産年齢人口の減少を引き起こしてい

ます。

また、本市の産業は、住宅都市として発展してきた経緯から、サービス業及び卸売・小売業、不動産業が事

業所数の８割を占め、総生産額では7割以上を占めています。近年は、卸売・小売業や製造業の事業所数及

び従業者数は減少傾向が続いており、一方でサービス業が大きく増加しています。

市内総生産は、平成 27年度（2015 年度）以降、増加傾向にありましたが、令和元年度（2019 年度）以

降は大きく減少しています。

■市内の総生産について

本市の市内総生産は、平成24年（2012年）

の一時的な増加を除けば、平成27年度

（2015年度）から平成30年度（2018年度）ま

では増加傾向にありましたが、令和元年度

（2019年度）以降は大きく減少しており、令和

２年度（2020年度）は316,397百万円となっ

ています。

［令和2年度兵庫県市町民経済計算関連時系

列データ等参考］

市内総生産の構成比で最も多い

のは不動産業ですが、その構成比

は10年前よりも減少しており、製

造業も減少しています。２番目に多

い保健衛生・社会事業は、構成比

と金額の双方で増加しており、教

育も増加傾向にあります。３番目に

多い卸売・小売業は、平成29年度

（2017年度）のピーク時より減少

しています。［令和2年度兵庫県市

町民経済計算関連時系列データ等

参考］

市内総生産（名目）の推移

市内総生産の産業別構成比の推移
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令和2年度（2020 年度）における本市の各産業の寄与度は、本市、阪神北地域、兵庫県のいずれにおい

ても、製造業、卸売・小売業、運輸・郵便業、宿泊・飲食サービス業、専門・科学技術・業務支援サービス業、そ

の他のサ－ビスがマイナスに寄与しており、建設業はプラスに寄与しています。本市においては建設業、情報

通信業、教育がプラスに寄与しています。［令和2年度兵庫県市町民経済計算関連時系列データ等参考］

寄与度（令和元年度（2019年度）を基準とした令和2年度（2020年度）の増減に寄与した割合）

■産業構造について

産業別事業所数は平成13 年（2001 年）から令和3 年（2021 年）の20 年間で、卸売・小売業が大き

く減少し、製造業も減少していますが、一方でサービス業が大きく増加しています。令和3 年（2021 年）の

サービス業の事業所数は、「医療，福祉」が481 事業所、「宿泊業，飲食サービス業」が424 事業所（うち「飲

食店，持ち帰り・配達飲食サービス業」が420 事業所）、「生活関連サービス業，娯楽業」が405 事業所（洗

濯・理容・美容・浴場業など）となっています。［令和3年度経済センサス活動調査等参考］

産業別事業所数の推移
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産業別従業者数は平成13 年（2001 年）から令和3 年（2021 年）の20 年間で、卸売・小売業が大き

く減少し、製造業も減少していますが、一方でサービス業が大きく増加しています。令和3 年（2021 年）の

サービス業の従業者数は、「医療，福祉」が9,067 人、「宿泊業，飲食サービス業」が3,790 人（うち「飲食

店，持ち帰り・配達飲食サービス業」が3,756 人）、「サービス業（他に分類されないもの）」が2,909 人、

「生活関連サービス業，娯楽業」が2,387 人となっています。［令和3年度経済センサス活動調査等参考］

■産業別の状況について

商業の購買吸引力（小売中心性指数）の動向としては、令和３年（2021 年）の兵庫県における本市の小売

中心性指数は0.904 で、消費が外部に流出している状況は継続しているものの、平成28 年（2016 年）

の0.829 からは上昇しています。［令和3年度経済センサス活動調査等参考］

産業別従業者数の推移

近隣市町の小売中心性指数の推移
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市内での買い物状況としては、令和４年度（2022 年度）の調査では、「市内で買い物する」としている市

民は85.8％となり、令和元年度(2019 年度）の84.6％より1.2％上昇しています。また、年齢別で見る

と、年齢が高くなるほど市内で買い物をする人の割合が高くなる傾向がありますが、10 代は90％以上と

市内で買い物をする人の割合が高くなっています。［令和4年度川西市市民実感調査等参考］

■農業の状況について

兵庫県内では、総農家数は減少傾向が続き、販売農家比率も徐々に減少しています。経営耕地面積はこの

20 年間で約45％、販売農家の就業人数は約60％減少し、令和2 年（2020 年）の副業的農家の割合

は、全体の約64％を占めています。販売農家の農産物販売金額規模別農家比率は、「販売なし」を含む

「300 万円未満」の農家が80％を超えていますが、「300 万円以上」の比率が徐々に増加しています。

■起業・就労の状況について （（⑤）起業・就労の状況）

開業・廃業率は、本市内では廃業率の方が高くなっており、全体の事業所数は減少傾向にあります。起業

者の存在は、地域産業の多様性や活性化に貢献するものと期待されています。

就労に関しては、近年、伊丹公共職業安定所管内において、有効求人倍率は上昇しているものの、県内平

均よりも低い状況が継続しています。

①起業について

令和3 年経済センサス活動調査から算出した本市の開業率は4.6％、廃業率は6.0％となっており、廃

業率が上回っています。開業率は県全体よりは高く宝塚市、伊丹市、猪名川町より低くなっています。廃業率

は県及び近隣市町より高くなっています。

産業分類別では、「農林漁業」、「情報通信業」、「学術研究、専門・技術サービス業」、「医療、福祉」について

開業率が廃業率を上回っています。［令和3年度経済センサス活動調査等参考］

年齢別の比較

市内での買い物の状況
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開業・廃業率

産業分類別開業・廃業率（川西市）
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②就労について

伊丹公共職業安定所管内における有効求人倍率は、上昇傾向にありましたが、令和元年度（2019 年度）

からは下降しており、令和3 年度（2021 年度）は全国平均より0.42 ポイント、兵庫県平均より0.27 ポ

イント低い状況となっています。

川西しごと・サポートセンターの令和4 年度（2022 年度）新規求職者数は1,378人、就職件数は577

件で、ともに減少傾向で推移しています。

また、本市の男性の非労働力人口は60～64 歳から増加していますが、女性は30～34歳から徐々に

増え始め、45～49 歳では男性よりも千人以上多くなっており、この年代の人口に占める就業者数が少な

くなっています。［伊丹公共職業安定所等参考］
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■各主体の役割について

【市（行政）の役割】

・市は、市域の特性を踏まえ、産業施策を総合的かつ計画的に推進する。

・市は、産業施策を推進するために、必要な予算上の措置を講ずる。

・市は、産業施策の推進にあたり、国、兵庫県、関係自治体、大学、その他の機関・団体との

連携及び協力に努める。

【民間事業者の役割】

・市内の事業者は、自らの事業の発展及び経営基盤の強化に努める。

・市内の事業者は、地域の働く場として雇用の創出や継続に努める。

・市内の事業者は、市が行う産業施策及び経済団体が実施する産業の発展のための活動に協

力するよう努める。

・市内の事業者は、産業の振興のための活動を通じて、地域社会に貢献するよう努める。

【経済団体の役割】

・経済団体等は、事業者の自助努力及び経営基盤の強化などの取組みを支援する活動を行う。

・経済団体等は、産業の振興のための活動を通じて、地域社会に貢献するよう努める。

・経済団体等は、当該団体への加入を促進するよう努める。

【市民の役割】

・市民は、産業の活性化が地域における生活の質の向上につながることを理解し、市内の商店

やサービスの利用、産物の購入などにより、産業の振興に協力するよう努める。

・市民は、産業の振興のためのイベントなどに積極的に参加し、まちのにぎわいに寄与するよ

う努める。

・市民は、事業者などと協力し、まちのにぎわいの主体となるよう努める。
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